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【動機】         

 「夕やけがきれいだと次の日は晴れ」という天気のことわざに興味を持ち、過去 8年間、天気について

研究を行ってきた。今年は①去年自分で発見した天気のことわざの解明②毎日の自分でたてた天気予報デ

ータをもとに表すスレットスコア③今年も天気のことわざを発見する。この 3点を中心に研究を進めた。 

 

【方法】         

 毎日天気予報をし、写真、データをとった。①去年つくった天気のことわざ「夕日が高い位置で沈むと

次の日の午前中は曇りか雨」については観察と天気図では解明することが難しく気象衛星画像を用いた。

②スレットスコアの公式に自分でたてた天気予報のデータをあてはめ計算した。③今までの毎日のデータ

の中からことわざを発見する。 

 

【結果】         

 ①気象衛星図から、遠い場所で発達した厚い雲の奥に夕日が沈み、その雲が翌日の午前中には私の家の

ほうまで流れてくることが分かった。②私のスレットスコアは「0.84」、的中率は「0.97」。③毎日の

データから、今年も２つのことわざを発見した。 

 

【結論】         

 ①「夕日が高い位置で沈むと次の日の午前中は曇りか雨」は間違っていなかった。②スレットスコアは

的中率より低い。まれな現象を当てることはとても難しい。③「一日中曇りか雨でも、夕方 北西の空に

オレンジ色の光が差せば、次の日の午前中は晴れ」「夜 曇りや雨で湿度が 80％以上の時、次の日の午

前中は雨」ということが分かった。 

 

【展望】         

 今後も新たなことわざをつくりたい。スレットスコア、的中率を１００％にしたい。また、他の地域で

もこの手法が通用するのか試してみたい。それが新たな天気予報の手法の一つとして役立てられるよう研

究を続けていきたい。 


